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南スーダンで自衛隊の耐器使用の危機に
戦争法違態訴alAl・総がかり行動など続く

f

「ウラツケーキか 功 レトニュウAト リンクか?J
～米大統臨選から見えたもの～  【白高〕

ウォール常とべつたりのコ′ヽンtrメ ク リントンか

排外=騒 菫局j=壌書 トランフが ア メリカ国民の前
に示された選択厳は残酷なもめてあったと言わさるを
々なしヽ

アメリカ社=は  新 自由主義の名の下に 「止めとな
い末明 E求 Jの 篤景 所 語 「“金おうJか らも書きあ

上十,「中間8」 5存 tE吻まい社会となつた

褐望と不満が渦喜<中 で ク リントンも含めたaF信

権益盾の不満を15みに利用tF轟 代の頭治的投横屋 ト

ランブな主俵暉てうっち。つた選挙であると 一 言て

言いませというなら そ ういう選挙であ,たと言え載
「民主党がB サ ンタースを候輛吉に選んでいたら

ヽ」という意見をよく車にするA 「4め債自身への評
価とは眉Jに そ のような問題ではないと考える 社 会
主頭者を目調するウンタース氏を受埼した人々は,も
地道にお勧を組胡している
かつて 「長時間労勘Jとたたかいせ昇のお勘着`

運蒔したアメリカの労働者たち せ 昂国大の 「資本天
固Jと 見られるアメリカによ その真ヨは 「世界騒大
の労働者大国Jて もある

|クリントンかトランラか'」そんな不宅な争いと
超超した 「新しい潮流Jを ,り 出すことは可能,こ 前
述した踏力をはlVと したアメリカ労働者の環起に期
待したい

翻,て  日本ではどうだろう?私たち日本の労働書
と章新政党の役31 その■にを題じすにはいられな|ヽ
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党県連合の主な行動
/30 全 国―ぼ□uj定期大奎 (9的 )
/3痛 法公布協このうとい く要rFrJり行動)
/6 回 山地区労定期大会 (Il本〉
ンa 「 新軒Jあ 青会
′16 ラ スベスト激判傍騎草擦
′16 党 中国ブロック車=芸 (は白 【京本)
′le 皓 ョ倒国ほ話=(ト ランフ シ ョック)
/“0 崎 がかり行動 奇 車■会車済会
/客  下 市こ●Pt径田=交 流室接加
/コ  党 環遷含定期衛宮 (同u)
/25-26 党 ブロック韻■団含騒 (お取)
/26 さ よなら偏売期会 協 を臣演 (□出)
′4 お か0ま いうぼんイベント
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